
 

（第２号様式）   
令和６年５月 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立新羽高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の状況やニーズ

に応じた教育課程の

運用・改善に取り組

む。 

②組織的な授業研究に

取り組み、意欲や目

標を持って主体的に

学び考える力を育成

する。 

①本校の教育課程の特徴

とねらいを職員間で共

有し、教科等横断的な

取り組みを推進する。 

②「生徒が学びを実感で

きる授業」をテーマ

に、年間を通じて授業

研究に取り組む。 

①指導と評価の計画の活用

を進める。公開授業月間

で他教科の授業からも学

び、研究を深める。 

②職員研修会、公開授業月

間、外部講師との連携、

公開授業研究会を通し

て、職員が協働して授業

研究に取り組む。 

①職員対象アンケートで教

科等横断的な視点から授

業研究をしているという

回答が増えたか。 

②職員対象アンケートで研

修の趣旨を反映した回答

がみられたか。生徒対象

アンケートで学びを実感

できたという回答がみら

れたか。 

     

２ 生徒指導・支援 

①社会の一員として積

極的で能動的な態度

を持つ生徒を育成す

る。 

②社会の一員としての規

範意識･自治意識を育

み、生徒自身が安心・

安全な学校づくりに携

わる意識を育成する。 

 

①体育館改修に際し、行

事の内容を工夫する。 

①文化部の活動を活性化

するなどし、部活動加

入率50％を目指す。 

②生徒の規範意識と自治

意識を高め、生徒が希

望する進路の実現につ

ながる生徒支援･指導

を実施する。   

 

①体育館が使用できなく 

なることに伴い、生徒の

活動が制限されないよう

にできる限り代替えを行

う。 

①中学校対象の部活動見学

の実施や、ＨＰの部活動

のページなどを通じて学

校外へ活動をアピールす

る。 

②生徒委員･保護者(PTA)と

連携し、規定･ルール・

マナーの徹底を図る。 

①行事において昨年度より

内容が充実していたか。 

①１年生の部活動加入率が

昨年度より上がったか。 

②指導件数事故件数の増

減、外部からの情報提供

件数による。 

     

３ 進路指導・支援 

①グラデュエーショ

ン・ポリシーの実現

に向けて他グループ

と連携してキャリア

教育を進める。 

②基礎的・汎用的能力

の育成を通して、生

徒が将来の見通しを

持ち、希望する進路

を実現するよう支援

する。 

①様々なガイダンスや進

路希望調査、外部模試

を活用する。 

②授業やガイダンス等を

効果的に実施し、キャ

リア意識の形成を図

る。 

①最新情報の提供、進路希

望調査の実施や生徒の希

望の把握と、その実現に

向けた指導を行う。 

②ガイダンスや説明会等を

計画的に実施し、生徒の

進路選択の幅を広げ、目

標の設定を行わせる。 

①情報の提供ができたか。

進路希望調査や分野別の

説明会等適切に行えた

か。 

②ガイダンスや説明会を計

画的に実施することがで

きたか。生徒が自己実現

に向けた目標を設定する

ことができたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

①地域に開かれた学校

づくりを推進すると

ともに、情報発信を

通して、地域から信

頼される学校づくり

を強化する。 

②地域・学校外との連

携・協働を通して、

より豊かな学びの環

境を整える。 

 

①生徒の日常生活におい

て目指すことやできる

ことを客観的に捉え、

本校の進むべき道を、

中学生や地域住民へ発

信していく。その発信

には学校運営協議会を

通じて更なる理解と協

力を目指す 

②学校運営協議会などを

通じて、地域との連携

を深め、生徒の自主性

を育む。 

①学校説明会やホームペー

ジ等さまざまなメディア

を活用し、学校生活の様

子を発信する。各グルー

プで連携を図り、中学生

の求めている情報を提供

する。 

②学校運営協議会を活用

し、指導・助言を求め、

改善に努める。 

②昨年度実施した鶴見川清

掃などの活動を生徒に積

極的に呼びかけ、また発

展させる。 

①学校説明会やホームペー

ジ等でより多くの生徒に

深く広く本校の情報を伝

えることが出来たか。中

学生や新入生の意見を集

約し、本校に求めている

高校像を明確にすること

ができたか。 

②学校運営協議会での指

導・助言を教育活動の改

善に繋げられたか。 

②地域の活動に参加する生

徒が増えたか。また、参

加した生徒の充実感が上

がったか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①学習環境及び生活環

境の整備と向上を促

進する。 

②学校運営の効率化と

事故不祥事防止に取

り組む。 

 

 

 

 

 

①校内の ICT インフラを

整備する。 

①校内業務の ICT 化を推

進し、業務の削減・効

率化を進める。 

②職員に対して情報セキ

ュリティの意識向上を

図る。 

②定期試験や成績処理等

において事故ゼロを目

指す。 

①ネット接続環境を整え

る。 

①教室に設置されている大

型モニター＆端末の活用

を推進する。 

①非常勤講師を含む全職員

に１人１台校務用 PC・

端末を割り振る。 

②職員対象情報セキュリテ

ィ研修会や履行確認を実

施し、職員の情報セキュ

リティ意識を向上させ

る。 

②定期試験や成績処理等に

おいて定められた手順を

遵守し、事故防止を徹底

する。 

①ネット接続環境を整えら

れたか。 

①大型モニター＆端末を活

用し、授業の ICT化が進

められたか。 

①非常勤講師を含む全職員

に１人１台校務用 PC・

端末を割り振れたか。 

②職員の情報セキュリティ

意識が向上したか。ICT

機器の紛失を防げたか。 

②定期試験や成績処理事故

における事故を未然に防

ぐことができたか。 

     

 

 


